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（Means & Voss， 1996），話題についての個人的特性
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クティブを方向づけているのか
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，という全く別の問題とが，あるい
はより端的には，誰が見ているのか
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，という問題と，
誰が語っているのか
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【注】
１　本研究では，広義の物語（narrative）と区別するため，
活字化され読書行為の対象となっている物語を「物語」と
表記する。
２　西郷（1998，pp.17-44）によると，〈内の目〉，〈外の目〉と
は，文学的文章の「形象」，すなわちそこに描かれた「もの」
や「こと」に対する語り手の認識の在り方についての概念
である。〈内の目〉は形象中の特定の人物の視点から形象
を描く語り方であり，〈外の目〉は形象の外側に存在する視
点から形象を描く語り方である。
３　プリンス（2015）によると，「物語」は，語り手（narrator）
によって，聞き手（narratee）に伝達される出来事の再表
現象として定義されている（pp.122-126）。なお，歴史学
における物語や心理学臨床の場でいう自己物語（self-narra-
tive）においては，出来事の構造化は時間軸にそって行わ
れると考えられる。
４　「視点」という術語が「視覚」だけでなく，「聴覚」や「嗅覚」
による認識の起点を指示していたという問題も，「焦点化」
という術語の中立性によって克服されることになった。
「ふと耳に，潺々，水の流れる音が聞こえた。」（「走れメロス」
の一節）という物語言説が誰の意識を通じて対象をとらえ
たものか考える場合に，「視点」という視覚によった術語を
持ち出して議論せずにすむということである。
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